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はじめに

本書では、FMS-300にすぐに慣れていただけるような形式で情報を提供します。最大量子収率（MaxQY）の

簡単な測定から、Fv/Fmの測定、OJIP分析、その他のパラメータまで、ステップバイステップで説明します。

必要なもの

付属のFMS-300システムから以下のコンポーネントが必要です：

● FMS-300 コントロールユニット
● 光ファイバーケーブル
● 電源ケーブル、海外用変換プラグ（必要な場合）
● USB接続ケーブル
● FluoroControlソフトウェアがインストールされたWindows 10（またはそれ以降）のコンピューター
● 暗順応リーフクリップ
● 暗順応リーフクリップに固定できる葉1枚

高輝度LED照明を使用する際は、光生物学的安全性に関する安全注意を

お読みください。これはユーザーマニュアルの冒頭に記載されています。

MaxQYの測定には、通常、最適な時間（20～30分）で完全に暗順応

させた葉を用います。今回においても、暗順応を推奨しますが、必須

ではありません。

葉を暗順応させる

暗順応リーフクリップで葉を挟み、画像のようにシルバーの

シャッターを閉じます。これで葉は周囲の光から遮られ、暗順応の

プロセスが始まります。

通常、厳密な結果を得るには20～30分間の暗順応が必要です。

しかし、屋内や低照度環境下では（照明の種類にもよりますが）、

葉は通常、暗順応なしでも典型的な反応を示します。

図1. 暗順応シャッターを閉じた

葉の上に置かれたリーフクリップ
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装置への接続

FMS-300コントロールユニットのリアパネルで、以下の接続を行います：

図2. FMS-300 コントロール・ユニットのリア・パネル上の接続

図3. FMS-300コントロール ユニットの背面パネルの光ファイバーケーブルを接続。

光ファイバーケーブルのタブ(A)は、光ファイバーソケット(B)のキー溝に合わせます。

● 電源を装置に接続します（図2A）

● USB ケーブルを装置に接続し（図2B）、コンピューターのUSBポートに接続します。

● 光ファイバーケーブルを装置に接続します（図2C）。

● 下の図3は、光ファイバーケーブルが装置の正しい位置にあることを示しています。

ソフトウェアの設定

● コンピューターでFluoroControlソフトウェアを起動します（FMS-300に接続されていることを認識します）。
● Instrument Settings 画面が表示されます。
● 画面の左側にあるOptical accessoryのグラフィックを確認します。暗順応リーフクリップが表示されて

いない場合は：

● Optical accessory ボタンをクリックします。
● 暗順応リーフクリップの写真をクリックし、OK ボタンをクリックします。
● Apply settings ボタンをクリックして選択を保存します。

● 初期設定の測定光量とゲイン設定は、ほとんどの状況に適しているはずなので、今のところ変更しないで

おきます。
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測定のための光ファイバーケーブルの位置決め

● 光ファイバーケーブルの端を暗順応リーフクリップに注意深く挿入し、葉がクリップから動かない

ようにします。

● 光ファイバーケーブルがリーフクリップの奥まで挿入されていることを確認します。

● リーフクリップの前面にあるネジを締め、光ファイバーケーブルとリーフクリップを固定します。

● リーフクリップのシャッターを引き、光ファイバーケーブルにサンプルを露出させます。

測定を行う

● FluoroControlで、File > New Routine > Maximum QY を選択します。

● Maximum QY データ取得画面が表示されます。デフォルト設定を変更せずに、Run をクリックします。

● FMS-300が飽和パルスを実行し、蛍光レスポンスを画面上部にリアルタイムで表示します。下段には

同じデータが対数時間軸上にプロットされ、OJIPキネティクスを観察することができます。

● データから測定・計算されたパラメーター（Fv/Fmなど）の選択が画面の右側に表示されます。

● Parameters タブをクリックすると、測定および計算されたすべての高速蛍光パラメーターが表示

されます。

● Save ボタンをクリックし、測定結果をコンピューターに保存します。

● Export ボタンをクリックすると、測定結果のすべての情報がCSVファイル形式でエクスポートされます。

さらに...

File > New メニューオプションから選択することで、他のルーチンを使用することができます。ルーチンに

合わせて光学アクセサリーを変更する場合は、必ず Instrument Settings 画面に進み、使用する

アクセサリーを選択してください（上記の手順を参照）。これにより、正しい光増幅係数が適用されます。

ヒント：ルーチンを実行する前に、 Data Acquisition 画面の写真が使用しているアクセサリーであることを

素早く確認してください。

結果はFMSフォーマットで保存されます。ファイルを再度開くと（メニューの File > Open から、または

PCから直接）、記録時のすべてのグラフとパラメーター情報が表示されます。グラフの上にあるリボンの

New ボタンをクリックすると、新しい測定のための設定を複製することができます。

すべてのルーチンを使用した測定の詳細については、ユーザーマニュアルを参照してください。
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